
【問　題】

　症例：67 歳女性．
　主訴：心窩部不快感，背部痛．
　現病歴：59 歳時に胃癌（cStage III）に対して
幽門側胃切除術が施行され，以降定期的に画像検
査が行われていた．67 歳時の造影 CT 検査で膵体
部腫瘤を指摘されたため，精査加療目的に当院紹
介受診となった．
　既往歴：59 歳胃癌．
　アレルギー：なし．

　家族歴：特記事項なし．
　身体所見：身長 153cm，体重 38kg，腹部：平
坦・軟，圧痛なし．
　血液検査所見：末梢血一般，生化学，凝固能に
異常なし．
　腫瘍マーカー：CEA 3.8ng/mL，CA19-9 39U/
mL，DUPAN-2 25U/mL，Span-1 21U/mL，CA125 
17U/mL．
　腹部造影 CT 検査（Figure 1），超音波内視鏡検
査（Figure 2）を示す．

考えられる疾患は？

Figure　1.　腹部造影 CT 検査（門脈相）：（a）膵体部に 30mm 大の造影効果の乏しい境界明瞭な
類円形腫瘤を認める．（b）病変は主膵管内への進展が疑われ，尾側主膵管の拡張を認める．
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Figure　2.　超音波内視鏡検査：（a）膵体部に 30mm 大の境界明瞭な類円形の低エコー腫瘤を認
める．（b）腫瘤は主膵管内を充満するように進展し，尾側主膵管の拡張を認める．
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主膵管内進展をともなう膵体部腫瘤
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